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乾杯の音頭を取る川村副理事

　大阪市清掃連合協同組合は、令和7年
を迎えた1月25日（土）、『新年互礼会』を
中之島リーガロイヤルホテル「ロイヤル
ホールの間」において開催いたしました。
互礼会当日は新年を迎え、すがすがしい
雰囲気が会場に漂う中、大清連組合員、
来賓の方々を含め60社104名が集い『令
和7年新年互礼会』の幕が開けました。
　定刻の午後5時から開催された互礼会
は、冒頭に渡部敏弘大清連理事長が年頭
の挨拶に立った後、来賓の前衆議院議員
柳本顕氏（大清連顧問）から祝辞を頂きま

した。また昨年黄綬褒章ご受章の栄誉に
輝かれました東元和彦様に大清連を代表
し女性部部長の坂口様より花束を進呈、
その後ご挨拶をいただき授章式の様子な
どを述べられた。
　その後、令和7年の新年を祝う祝宴に
移り、川村知明副理事長の乾杯発声で一
同が杯を上げました。宴席の各テーブル
では穏やかに歓談が行われ、入れ替わり
賀詞交換をする人たちも多く、会場は新
春らしい風景の中で賑やかに歓談が進み
ました。宴も半ばになった頃、和楽器演

挨拶をする渡部理事長

前衆議院議員柳本顕氏

大清連 令和7年令和7年 「新年互礼会」 開催 「新年互礼会」 開催

渡部理事長 新年挨拶
　昨年は人手不足の上、物価上昇も
あり、11年ぶりに倒産件数が1万件
を超える厳しい年でした。組合とし
ては、春に青年部が40周年を迎え、
秋に東元さんが黄綬褒章をご受賞さ
れたことが大変うれしく思います。
　また組合事務員さんも大阪で開催
される関西万博の一廃業務の受注に

関して大変ご尽力いただきありがと
うございました。
　新年早々大企業がデフレマインド
脱却の為大幅な賃上げを発表してお
ります。我々中小零細企業にとって
は厳しさを感じますが、人材確保の
為前向きに検討していかなければな
らないと思っております。



― 2 ― 令和７年２月14日 〈大阪市清掃連合協同組合・広報部〉 第116号

奏を軸に独自のエンターテイメントを
提供する「TRAinnovation（トライノベー
ション）」の会場内を所狭しと駆け回るパ

フォーマンスと演奏で盛り上げていただ
き新年早々晴れやかな祝宴となりまし
た。

青年部勉強会開催

会を締めくくる大阪締め

　大阪市清掃連合協同組合青年部では2024年12月7日（土）15時より
　大清連会館4階研修室にて資産運営に対する勉強会を行いました。
　講師は野村証券株式会社大阪支店金融公共法人部長　木村　太一　氏
にお願いし約2時間に及ぶインフレがもたらす影響とそれに対する備え
となる資産活用を説明、なぜ投資や運用をするのか。そのための方法、
この2点について詳しく説明していただいた。
　青年部部長川﨑清隆氏に開催コンセプトをお伺いしたところ　
　「昨今の物価上昇に伴い企業利益が減少しているなか、残った利益を
少しでも増やしていければと思い、投資の勉強会を開催する事になりま
した。」とのお話でありました。

テーマ　「 インフレ時代の資産運用」
　　～長期分散投資で大切な資産づくり～
講　師　野村証券株式会社大阪支店金融公共法人部長　木村太一 氏

演奏するTRAinnovation

　新年互礼会も終宴に近づき、大阪市清
掃連合協同組合林博之副理事長が挨拶に
立ち大阪締めで締めくくりました。
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　この度は、名誉ある知事表彰を頂き、
誠にありがとうございます。この賞を
頂いたことは、私自身だけでなく、私
の家族、同僚、そして全ての関係者に
とって大きな喜びであります。
　まずは、私をここまで支えてくだ
さった皆様に心から感謝申し上げま
す。特に、常にサポートを惜しまない
家族や友人、共に働く同僚、そしてご
指導くださった関係各位の皆様に深い
感謝の意を表します。
　この賞を頂いたことを励みに、今後

もより一層精進し努力して参ります。
　業界の発展における貢献と、そして
サポートをしていき、尽くして参りた
いと思います。
　又、地域社会の発展にも尽力し、決
してこの栄誉を忘れることなく、常に
前向きに進んでいく所存です。
　今後とも皆様方のご指導、ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げまして、
受賞のお礼のご挨拶とさせていただき
ます。

株式会社 大惠　東元和彦 氏

北大阪清掃株式会社　岩元雅清 氏

「黄綬褒章受章」 に際し御礼「黄綬褒章受章」 に際し御礼

大阪府知事表彰受賞の挨拶大阪府知事表彰受賞の挨拶

　去る、11月13日、環境省第一会議室に於
いて勲記勲章の伝達式が行われました。
　浅尾環境大臣から賞状並びに黄綬褒章を
いただき、受章者一同は記念の撮影に納ま
りました。そのあと一同は、バスに乗り皇
居へと向かいました。
　さわやかな秋晴れの下、緊張感漂う宮殿
春秋の間において、天皇陛下より御祝辞、
拝謁を賜り、この上ない喜び感激の極みで
ございました。
　あらためて、このたびの黄綬褒章受章に
際し、理事長始め役員各位また組合員の皆
様、事務職員の方々並びに一廃協会事務局、
大阪市当局、関係各位にあらためて心より
御礼と感謝を申し上げます。
　振り返りますに、創業者である父より家
業を引き継いだのが36年前、業界にお世話

になって三十有余年、この間多くの体験を
させていただき、たくさんの出会い、学び
をいただきました。こうして伝統ある大清
連の一員として褒章をいただきましたのも
先人、諸先輩方のお導きと、我が社の従業
員、そして家族の支えあってのおかげと実
感いたしております。
　この後も、受章の栄誉に恥じぬよう、尚
一層の精進を怠らず家業に専念し、組合並
びに業界の発展と、未来の環境保全に少し
でも寄与できるよう邁進していく所存で
す。
　どうか、今後とも倍旧のお引き立て、ご
指導を賜りますことを心より御願い申し上
げ御礼のご挨拶とさせていただきます。
　誠にありがとうございました。感謝。
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一般廃棄物従事者講習会一般廃棄物従事者講習会 第5期第3回  第5期第3回 開催開催

　当日は一廃協 宮崎善春事務局長の司
会のもと通算１8 回目となる従事者講習
会を開催いたしました。一般社団法人大
阪市一般廃棄物適正処理協会、木下代表
理事の開会の挨拶が行われ、続いてご来
賓の大阪市環境局事業部一般廃棄物指導
課長東岡浩伸様よりご挨拶をいただきま
した。

　東岡環境局一廃指導課長
からは
　「全国でも例のない従事
者のスキルアップのために
このような講習会が開催さ
れ、一般廃棄物を適正かつ
円滑に処理するための知
識や技術の向上に取り組ま
れ、またこのような講習会も第５期目を
迎え多くの優良従事者を輩出していると

お聞きしておりま
す。講師の村岡先
生にはご尽力いた
だいていることを
感謝いたします。
今講習会では事故
実例などを用いて

さらなる
安全運転に取り組んでいただけ
ると感謝しております。
　来年には大阪万博が開催され
ます。町の賑わい、経済の活発
化が予想されます。こうした中
でゴミの発生抑制、資源活用な
ど持続可能な社会を目指してい
くためにもお集まりいただいて
いる皆様のご協力が必要でござ

います。ご尽力賜ります様よろしくお願
いいたします。」

とのお声をいただきました。
…………………………………………

第V期第3回講習会
「優良従事者の責務を果たし、
範となる技能」をテーマ
講師　村岡良介氏 （一社・日本環境衛生セ
ンターサステナブル社会推進部技術審議役）

　一廃従事者講習会第 5 期 3 回は「優良
従事者の責務を果たし、範となる技能」
をテーマに講義が始まりました。村岡講
師は、優良従事者の心構え、責務を果た
す技能を説明、廃棄物を捌く・従事者と
家族と会社と社会を守る・地域に寄り添
うこの３つの観点から廃棄物の区分、分
別管理、専ら物の取扱い等、従事者の健
康管理、労働安全管理、作業管理そして
社会に対しての安全管理である運転、車
両管理、災害対策、危機管理など説明し
地域に寄り添い、地域融和、安全安心、
快適なまちづくりに努め地域社会に貢献
する重要性を説かれた。

木下永績代表理事挨拶
　会社の最前線で日々お客様と接してい
る皆様は、会社の顔、業界の顔と思って
おります。
　皆様の行動一
つ一つが会社・
業界の信用に関
わってきます。
交通事故一つを
取ってもそうで
す。協会では去
年９月から交通

　一般廃棄物適正処理協会は一廃許可業者の重要案件として取り組んでいる
「一般廃棄物従事者講習会」第5期第3回を令和6年10月18日と19日の午前・
午後の計4回、クレオ大阪南において、講師の村岡良介氏（一般社団法人・
日本環境衛生センターサステナブル社会推進部技術審議役）にお願いし総数
326名の参加で講義を行いました。

司会者
宮崎事務局長

一般廃棄物指導課長
東岡浩伸様

講師
村岡良介氏

木下代表理事
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するおそれがある者に対し酒
類を提供した者等、酒気帯び
運転をほう助した者にも罰則
が科されます。
　自転車による事故から自分
自身や周囲の人を守るため
に、改めて自転車の運転に関
するルールを確認しておきま
しょう。
　各社、警察庁ホームページ
などの確認をお願いします。

事故０を目指し「ゆずる運転宣言」に取
り組んでおります。
　「ゆずる」という考えは運転だけに限っ
たものではありません。業務全般に通づ
るものであります「ゆずる」という心を

持って行動をお願いしたいと思います。
市民の目は皆さんの行動をあらゆる面で
見ております。苦情や事故の様子などを
SNS に投稿されるのです。その投稿によ
り信頼を失墜することもあるということ

を忘れないでください。最後に皆さまが
模範となる役割を再認識していただく有
意義な講習となりますよう心から願って
おります。

　道路交通法が改正され、令
和 6 年（2024 年）11 月から
自転車運転中にスマートフォ
ン等を使用する「ながら運転」

（「ながらスマホ」）の罰則が
強化され、また、「自転車の
酒気帯び運転」が新たに罰則
の対象とされました。
　自転車の酒気帯び運転に関
しましては、運転をした本人
はもちろん、酒気帯び運転を

　令和 6 年 11 月 8 日（金）広島市に
ありますリーガロイヤルホテル広島に
て第 35 回政令都市一廃交流会議が開
催されました。
　当日は開始時刻の 14 時より 3 階 ( 瀬
戸の間 ) にて、7 都市（大阪市、名古
屋市、京都市、神戸市、広島市、岡山市、
熊本市）よりお集まりいただいた参加
者 78 名にて開催され大阪からは 17 名
が参加いたしました。
　広島県廃棄物処理事業協同組合中賢
一理事長の挨拶から始まり、来賓であ
ります広島市環境局高山豊司氏からも

第第3535回政令指定都市一廃交流会開催回政令指定都市一廃交流会開催

「酒気帯び運転」は新たに罰則対象に！「酒気帯び運転」は新たに罰則対象に！2024年11月 2024年11月 自転車の自転車の
「ながらスマホ」が罰則強化！「ながらスマホ」が罰則強化！

会場風景 懇親会

ご挨拶をいただきました。その後各都市
からの一年間の活動報告がなされたあ
と、各分科会に分かれディスカッション

が行われた。閉会後親睦を兼ねた懇親会
が開かれ地域を超え進行を深められまし
た。

道
路
交
通
法
改
正
ポ
ス
タ
ー
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行いました。 
　9月に入っても、真夏のような猛暑
が続きましたが、当日は曇り気味で、
風が心地よい一日でした。今回の公園
は砂場の中にも雑草が生い茂った状況
で、やりがいを感じながら清掃しまし
た。また用意していたゴミ袋が無く
なってしまい、ゴミ袋を買い足すトラ
ブルに見舞われました。そういう状況
にも関わらず、参加者全員のおかげ
で、とてもキレイに仕上がました。（参
加者11名）

❶一廃協青年部は6月29日（土）16時
から住吉区遠里小野公園において砂場
清掃を行いました。梅雨入りし、連日
大雨でしたが、当日は良い天気とな
り、今回は総勢4名と少人数でしたが
皆で力を合わせて無事に清掃活動を終
了いたしました。

❷一廃協青年部は9月28日（土）16時
から港区波除公園において砂場清掃を

❸一廃協青年部は11月30日（土）14
時から城東区中浜公園において砂場清
掃を行いました。朝晩の温度差が身体
に厳しい日もありますが、当日は晴れ
て公園の木々も少しずつ色づき始めて
いました。当日は手際よく作業し、砂
場も大変キレイになりました。（参加
者8名） 
　当日の写真と参加者氏名は一廃協理
事会資料をご確認いただけますと助か
ります。

良いスタートとなりました。 
　一廃協からはきれーたんが献血会場に
応援に駆けつけ、青年部員と一緒になっ
て動員を行いました。今回は協賛業者様
からも当日数名ご参加いただけました。
献血活動終了後には 18時からは会場近
くで食事会を行い、皆で一日の労をねぎ
らいました。春と秋の年2回実施してお
りますので、皆様も献血及び会場での応
援にぜひ一度ご参加ください。

公園砂場清掃

　一廃協青年部の秋の献血活動は10月
12日（土）に高島屋前なんさん通りで開
催しました。 
　当日は10時00分から16時30分までの
間に90名の献血受付、総勢63名から採
血をいただくことができました。三連休
の初日であり、とても人通りが多く、ま
た午前中から多くの青年部員、業界関係
者の方々が足を運んでくださり、幸先の

一
廃
協
青
年
部
だ
よ
り

2024 秋の献血活動2024 秋の献血活動

　今年で13回目を迎える参加34000人の
大型都市マラソン。
　本年度も協会より抽選で選ばれた（株）
近畿サービス・（株）ジオメイク・山田衛生

（株）・住吉エコサポート（株）・ダイニチ
（株）・（株）協和・（株）大生（順不同）が一
般廃棄物の回収業務にあたります。

また、産業廃棄物回収業務は
合同衛生（株）・（株）大建工業
所。医療系廃棄物回収業務は

大阪廃棄物処理（株）があたります。
　開催日時が令和7年2月24日（月）振替
休日となり、午前7時15分ごろ～午後4
時35分ごろまで大阪市内に大規模な交
通規制が行われますのでご注意くださ
い。
　通年の日曜開催と違い我々許可業者の

回収業務にも支障を及ぼす恐れがある
ため事前に回収計画の再考を願いた
い。
■大阪マラソン組織委員会事務局（交
通規制お問い合わせデスク）
　TEL　06-6655-0641
　開設期間 : 令和7年1月10日（金）～
2月28日（金）
　受付時間 :10時30分～ 17時30（土
日祝除く）

大阪マラソン2025


